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 第９回尾張旭市子ども・子育て会議会議録 

 

１ 開催日時 

  平成２７年３月１８日（水） 

  開会 午後３時００分 

  閉会 午後４時００分 

２ 開催場所 

  尾張旭市役所 ３階 講堂２ 

３ 出席委員 

  林陽子、石原靖章、加藤多美、田中善廣、藤田佳代、村瀬美根代、竹門宏美、

秋山浩二、恩田路子、高橋秀雄  １０名 

４ 欠席委員 

  金森俊輔、小川百合子、近藤信綱、秋田啓子  ４名 

５ 傍聴者数 

  ０名 

６ 出席した事務局職員 

  健康福祉部長 若杉浩二、健康福祉部次長 吉田和仁、 

こども課長 萬谷久幸、こども課指導保育士 松浦琴美、 

子育て支援室長 阿部智晶、こども課長補佐兼こども未来係長 松原芳宣、 

こども課こども係長 浅野哲也、こども課保育係長 加藤貴之、 

こども課こども未来係 田中友美子、株式会社ぎょうせい主任研究員 馬場敏 

７ 議題等 

  尾張旭市子ども・子育て支援事業計画について 

８ 配布資料 

 ・尾張旭市子ども・子育て支援事業計画・・・資料１ 

 ・答申書（写）・・・資料２ 

９ 会議の要旨 
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健康福祉部長 皆さま こんにちは。 

本日は、お忙しい中お集まりいただきまして、誠にありがとう

ございます。 

定刻となりましたので、ただ今から、第９回尾張旭市子ども・

子育て会議を開会させていただきます。 

 わたくしは、健康福祉部長の若杉と申します。どうぞよろしく

お願いします。 

 なお、本日の会議につきましては、お手元に配布しております

次第に従い進めさせていただきますので、よろしくお願いいたし

ます。 

現在の出席委員は１０名でございますので、過半数の出席をい

ただいております。従いまして、本会議条例第６条第２項の規定

による定足数に達しております。 

なお、この会議は公開しておりますので、会議の傍聴席を設け

てございます。また、会議録を作成し、市ホームページ等で公表

をしてまいりますので、委員の皆さまにはご了承いただきますよ

うお願い申し上げます。 

 それでは、本日の議題に入ります前に、資料の確認をさせてい

ただきます。 

 （資料の確認） 

 それでは、以降の会議の進行につきましては、議長であります

林会長にお願いしたいと思いますので、よろしくお願いします。 

会長  それでは、これより、私が会議を進めてまいりますので、委員

の皆さまよろしくお願いいたします。 

 それでは、早速議題に入りたいと思います。議題は、事業計画

に関して、でございます。 

前回の会議におきまして、計画案のご承認を頂いておりますの

で、内容について最終確認となります。 

事務局より修正した箇所等があれば、説明をお願いします。 

事務局 （資料１により説明） 

会長 ありがとうございました。 

よろしかったでしょうか、本会議で作成した計画として答申を

行います。 

それでは、これから答申を行いますので、事務局で準備をお願

いします。 

ここで、５分間程度の休憩とします。 

会長 それでは、会議を再開いたします。 

答申を行うにあたり、水野市長にご出席いただきましたので、

私から、市長に答申をさせていただきます。 
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 （会長から市長へ答申） 

事務局 市長からごあいさつを申し上げます。  

市長 皆さま、こんにちは。本日は、子ども・子育て支援事業計画の

策定について答申をしていただき、大変ありがとうございまし

た。委員の皆さま方におかれましては、長い期間にわたり、お忙

しい中、熱心にご審議いただき、計画としてまとめていただきま

した。この場をお借りしまして、厚く感謝申し上げたいと思って

おります。 

尾張旭市としましては、何年も、予算の発表の度に子育て支援

の充実に力を入れていきますと申し上げてまいりました。今後数

年を見ましても、来年度の予算案を見ましても、かなり拡充等が

見られております。特に、何年ぶりかは分かりませんが、市立の

保育園の建て替えをいたしまして、延長保育を導入するととも

に、子育て支援センターを併設いたしました。放課後児童クラブ

につきましても、ただ今の答申の内容にもございましたが、午後

７時まで預かってほしいという要望が大変強いとのことで、来年

度から一部拡充をしていくということになっております。 

こうしてこの会議をやっていただいている間にも、保育需要や

児童クラブの需要は急速に高まっているという状況がございま

して、未満児の保育枠を広げても、追いつかないくらいの希望が

増え、ちょうど調整をしているところではありますが、入れなか

った、抽選で漏れたという方から苦情をいただいているという状

況でございます。児童クラブにおきましても、国の制度が変わり、

６年生まで対象学年を拡大するということでございますが、数字

を３から６にするのは非常に簡単です。しかし、単純にそうする

ことにより、全員の希望が叶えられるかといえば、なかなかそう

いうわけにもいきません。 

私が盆踊りなどに行くと、なぜ名古屋市のようなトワイライト

スクールをやってくれないのかと聞かれます。では、学生のバイ

トでもよろしいでしょうかとお伺いしますと、ダメだ、一般の方

に預けるのは不安でたまらない、このご時世だしと言われます。

預けたい方のお話も大変よく分かります。今回の３月議会でも大

変厳しいご指摘といいますか、ご要望もいただきました。本気度

はどうなのかと、これだけ国が女性の活用と言っているのに、市

の本気度はどうなのか、処遇が悪いのではないかということも言

われましたが、実は皆さま方が、子どもを預けて安心して働ける

環境というのは、預かる方にとっては大変で、働きながら子育て

するのには一番働きづらい環境となっております。自分の子ども

をどこかに預けて、夜７時まで他のお子さんを預かるというの 
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 は、非常に難しい時代になってきております。そういった両面を

考えて、施策を打っていかなければならないと思っております。

保育園をつくるのは、お金をかければできるものです。箱をつく

るのはある意味簡単なことで、その中のソフトになる部分、ベテ

ラン保育士を簡単に育成しようとしても無理ですので、そうした

保育士が尾張旭市役所に入って、数年で辞めていくことや、こん

なことでは他の子を預かっていられないなと思うことがないよ

うに、両面への施策を打って、働きやすく預かりやすい環境をつ

くっていかなければならないと思っているところでございます。 

いずれにしましても、今後しばらくは人口が減っていきます

が、子どもが減る中でも保育需要というのは、しばらくは上向き

の状態が続いていくと思っておりますので、皆さんにご協力をい

ただいて、この計画を見ながら、この計画に沿えるような努力を

していきたいと思っております。 

最後になりますが、委員の皆さまにおかれましては、今後とも

本市の子ども・子育て支援事業に一層のご理解とご協力をいただ

きますようお願い申し上げまして、私のあいさつとさせていただ

きます。 

この度は誠にありがとうございました。 

会長 ありがとうございました。 

この会議は平成２５年１１月に第１回の会議を開催し、水野市

長から諮問を受けました。その後、本日の答申までに９回の会議

を重ねてきました。委員の皆さまにはお忙しい中、多大なご協力

をいただき厚く御礼申し上げます。計画の作成に関しましては、

本日が最後となりますが、今後は、この会議を通じて、計画の進

行管理をはじめ、尾張旭市の子育て支援に関する、調査・審議な

どの役割を担うこととなりますので、引き続きよろしくお願いい

たします。 

長期間に渡って開催された、子ども・子育て会議も、市長から

諮問を受けた計画の作成については、これで終了となります。 

せっかくの機会でございますので、委員の皆さまから、市へ対

するメッセージなどがあれば頂きたいと思います。 

加藤委員お願いします。 

加藤委員 今、市長から、働きやすいという言葉がありましたが、ちょう

どうちの園も、今日処遇改善費を出したところで、ありがとうご

ざいました。国のほうからではありますが、具体的に保育園の現

場で働きやすくなっていけば、保育園が良くなっていくし、子ど

もにとってもそこに預ける親にとっても、良いと思います。今の

お言葉を聞いて、心強くなりました。ありがとうございます。 
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会長 ただ今の加藤委員のご発言に対して市長さんから何かござい

ますか。 

市長 ３月議会でも子育て支援関係の質問が出ました。その答弁をつ

くる中で、１つ１つどのような方向性で答弁するか決めるのです

が、私のたっての希望で、保育士の確保が難しいということを数

字で入れたいということを申し上げて、代表質問の中でそういっ

た答弁をいたしました。 

ここ数年で採用試験の受験者が減っております。来年から保育

士として働く方の採用試験につきましては、20 数人しか受けて

おりません。誰でも良いのであれば、資格を持っている人を採れ

ばいいという話になりますが、例えば今、待機児童が本当は 200

人多いのではないかという話もございます。そこで、例えば 40

人の保育士がいたとして、全員採用しても足りないという状況が

現実としてあります。 

本当に子どもが好きで保育士になっていただいた人が、尾張旭

市役所を受けていただいて、保育士として働いていただくのです

が、上の方の人を見ると結婚や出産を機に辞められたり、若い子

も働き続けにくい職場だなと思い、自分も結婚したり子どもが生

まれたら辞めようといった風潮があり、それをなんとか止めたい

です。それをある程度、人数でカバーするしかない部分もござい

ますが、そういった意味で保育士につきましては、私としては拡

充してきたつもりでおりますが、それで現場が完全にうまくまわ

るかといえば、なかなかそうはいかない部分もございます。 

尾張旭市役所、尾張旭市の保育園を選んでいただいて、保育士

として働ける人の確保が大事ですが、今はどうしても公設民営と

いうのが増えてきておりますので、保育士の取り合いということ

も起こってきております。では、「潜在保育士の掘り起こし」と

日本語では簡単に言いますが、一度保育士として働き続けられな

いのだと思った方が、もう一度働いてみようというのは、かなり

ハードルが高いと思います。いろいろな手を打ちながら、給料が

良ければ良いというものでもないと思っておりますので、少なく

ともみんなでカバーし合える体制かなと思っております。 

会長 ありがとうございました。 

事務局 恐れ入りますが、市長は、他の公務がございますので、ここで

退席させていただきます。 
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会長 ありがとうございました。 

それでは、「その他」となります。 

当会議としましては、市から諮問を受けて、今日まで、かなり

忙しく、また内容の濃い議論を交わしてきたのではないかと思っ

ていますが、委員の皆さまから、感想などを簡単に頂きたいと思

います。 

加藤さん重ねて何かございますか。 

加藤委員 制度の変わり目で、保育現場と事務方と多分てんやわんやして

いると思います。うちの園でも４月から保育体制をどうしようか

という、例年にはない作業と話し合いを重ねているのが現状で、

見えない部分がまだあるので、その辺りで他の市の先生たちと話

しながら、やっていってはいますが、なかなか難しいなあと思っ

ています。保護者の人にとってはあまり関係がないというか、何

それ、法律が変わるんだっていうくらいのところで、これから入

ってくる人のほうが、大変なのかなあというのと、まだ決まって

ない部分が多いので、保育の実際をやっていくにあたって、うち

の園としてはちょっとまだ混乱の最中で、わからないところはわ

からないという状況です。子どもたちは何ら変わらないので、そ

こはいつも通りですが、事務的なところが、いつも以上になりま

す。ただ自分としてはこういう場に出させていただいて、いろん

な方の意見を聞けたことは、とても良かったと思っています。 

会長 ありがとうございました。田中委員お願いします。 

田中委員 私は途中からこの会議に参加させていただきました。民生委員

児童委員児童部会の前会長がやっていたので、会長の交代で参加

しました。実は正直なところ、こういった会議があることも全然

知らなかったので、出てくれと言われて、何これ？という感じで

した。尾張旭市ではありませんが、私にも孫がいるので、勉強さ

せていただきました。どうもありがとうございました。 

会長 ありがとうございました。村瀬委員お願いします。 
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村瀬委員 例えば、男女共同参画など女性が輝くといったことには、必ず

受け皿である保育所や児童クラブなど、どこかでジレンマが起こ

るくらいの背中合わせの保育の需要が必ずあるのではないかと

思います。あとは市の職員もすごく忙しいでしょうけど、お父さ

んにも子育てを手伝ってもらうような体制とか、または、尾張旭

市の中にある会社などが、例えば育休のために少し時間をとるの

が当たり前みたいなことに市が取り組むとか、子育て支援という

のは、本に書かれているものだけじゃなくみんなの知恵が集まっ

たところで、本当の芽が出てくるのではないかという期待をしな

がら、ここに来させていただいていますが、着実に進んでいるな

ということを感じて嬉しかったです。 

会長 ありがとうございました。恩田委員お願いします。 

恩田委員 私もこのような貴重な会議に参加させていただき、大変勉強に

なりました。私自身も今、子育てをしている最中でしたので、市

でこのように計画がされていることをすごく実感したのと、これ

から子育てをしていく上で、とても為になりました。市の方がい

ろいろ悩まれたり、計画されて、いろんな事業を行っているのだ

と分かりまして、私は実は保育士なのですが、全然働いていない

ので、保育士不足といわれていることが本当に心苦しくなりまし

た。でも私も悩んでいて、どういうふうなのが私のライフスタイ

ルに合った、それを活用できる方法なのかとか、悩んでいて結局

避けてきたのですが、また前向きに考えて、関わっていきたいと

思いました。ありがとうございました。 

会長 ありがとうございました。高橋委員お願いします。 

高橋委員 私は言いたいことは散々言いつくしています。また、プライベ

ートの話でさっきも少し話題が出ましたが、自分の娘も今度大学

に入って、もしかしたら、将来保育士になるかもしれません。親

がいろいろとこういう場に出たりしていることも影響している

かなと思います。やはり働いているお母さん方が輝いていけるよ

うな世の中になってほしいですし、そういう個人的事情もありま

すので、先ほどからも出ているように、実際働いている保育士さ

んも働き甲斐のある良い職場になっていってほしいなという思

いがあります。そして何より子どもたちがのびのびといきいきと

育っていけるような尾張旭市になってほしいと思っています。 

会長 ありがとうございました。秋山委員お願いします。 
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秋山委員 参加させていただきまして、ありがとうございます。企業の立

場ということで参加させていただいていると思っておりますが、

なかなかうちの会社も尾張旭市に居住している方というのは半

分以下でございまして、いろいろな市町村の方がおります。先ほ

ど市長の話にもありましたが、会社として育休などの制度はいろ

いろあり、実際そういったタイミングになった時に女性社員は休

んで子育てをしますが、男性はなかなか参加していないなといっ

たことを日々悩みながら仕事はしておりますが、一方で、受け皿

という意味での公的な保育所などについて、今回参加させていた

だいて、多々要望がある中で、全てに応えていくのは難しいと思

いますが、尾張旭市として相当取り組まれているというのはよく

勉強させていただきました。最近、社員から、なかなか希望して

いるところに入れなくて、どうしたらいいかという相談がありま

したが、会社としてやれることと、市町村でお願いすること、多

分いろいろあると思います。そういったことは当事者にならない

と中々わからない人が多いと思います。そういった意味で、会社

の中でこういった話は浸透しないのですが、せっかくこのような

機会をいただき、参加させていただいたので、一企業ではござい

ますが、いろいろ考えながら活かしていきたいと思います。いろ

いろとありがとうございました。 

会長 ありがとうございました。竹門委員お願いします。 

竹門委員 お世話になりました。ありがとうございます。市の職員の思い

や、先ほどの市長の思いを拝聴し、また、加藤委員のお話を聞い

てつらいなあといつも思っておりましたが、将来的には明るい方

向に行くのではないかなと思いながら参加していました。表紙の

子どももとてもかわいく、とても良い表紙にできあがったと思っ

ています。「みんなで支え合う」という部分も、私は一部ですが、

自分がこの先できることを今後もお手伝いしていけたらいいな

と思っています。ありがとうございました。 

会長 ありがとうございました。藤田委員お願いします。 
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藤田委員 貴重な経験をさせていただきまして、本当にありがとうござい

ました。私自身子どもが３人おり、仕事をしながら３人の子ども

を育てている母親であり、一市民であり、今回は PTAという立場

でこちらに来させていただいておりましたが、すごく視野が広が

ったのを感じます。一市民として、思っている要望やこうであっ

てほしいという思いもありますし、それを受けてどのようなまち

にしていくかということを考えていらっしゃる事務局の皆さん

とか、市長さんの思いにもふれることができ、自分にとってはす

ごく財産だと思いますし、私は尾張旭で生まれた人間ではありま

せんが、自分の子どもたち３人が、これから 10年 20年と経った

時に、尾張旭に住みたいな、住み続けたいなと思えるまちづくり

は、この支援事業計画が始まった時からそういう思いで始まって

いるのだなあというのを最近考えるようになりました。これから

人口は減っていくのかもしれませんが、自分の育ったまちが住み

やすいまちであったという記憶は、子どもたちがまた戻ってきた

り、いつまでもここに住み続けることにきっとつながると思いま

す。そういったまちになってほしいな、そういうふうにこれから

計画がうまく進んでいってほしいなと思います。皆さんのいろい

ろな思いにふれさせていただき、本当にどうもありがとうござい

ました。 

会長 ありがとうございました。最後になりましたが、石原委員お願

いします。 
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石原委員 私も前任者から引き継いで、会議の後半部分から参加したの

で、最初は何もわからず、用語を見て何だ？というところから始

まっていきながら、こういった計画を策定していくことにこれだ

けの大人が関わって、知恵を出し合っているのだということが感

じられました。行政の方もそうですし、委員になっている方もい

ろいろな立場でやっていて、とにかく子どもたちを何とか良くし

ようという視点で、話しています。それがとても素晴らしいこと

だと思いました。学校の定員は、子どもたちが入学することによ

り決まってくるのですが、保育はそうじゃないことがあるという

ことが理解でき、そういった背景を持っている親御さんがいると

いうことを、自分たちも感じながら、子どもたちと接していくこ

とも大事になってくると思いました。自分としてはとても勉強に

なりましたし、ひとつ計画書という形でできて、これの半分に関

われたということが自分の財産でもあるなという気がして、本当

にありがたかったです。真摯に意見交換がされている場に立ち合

わせていただけたのも良かったと思います。立場上、こういった

校長会の会長という立場をいただいておりますが、そういうのを

全部は果たせなかったかなと思いながらも、本当に良い会議を経

験させてもらいました。今後が大事だと思います。またそういう

ところで一翼を担っていかなければいけないと思います。ありが

とうございました。 
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会長 皆さんのご意見、ご感想をお伺いして、私の中で氷解といいま

すか、「こういうことだったんだ」と思ったことがありました。 

それは、私は各務原市内にあるキャンパスで保育士さんや幼稚

園の先生、施設の先生、小学校の先生を養成しています。明々後

日が卒業式になるのですが、卒業すると、学生たちは皆地元に帰

りたがります。各務原市の行政の方々は、各務原市で一生懸命育

てたのに、皆地元に帰ってしまうのだと言って、残念がってくだ

さります。私も「各務原市で学んだし、彼氏もできたし、ここで

仕事したらいいんじゃないの」と言うのですが、彼女たちあるい

は彼らは、「先生、やっぱり地元ですよ」「地元に帰りたい」「地

元で保育士になりたい」「地元で教員をやりたい」という子がほ

とんどです。 

どうしてこんなに地元が良いのだろうと思っていましたが、

今、皆さんのお話を聞いて、やはり学生たちが小さい頃には多分

見えていなかった、地元の人の皆で子育てをしようという思い、

それこそ表紙に「みんなで支えあう」と書いてありますが、それ

ぞれの地域が一人ひとりの子どもたちを地域の宝として、行政の

方は行政の立場で、親子を支えてくださって、自分が地元で大事

にされたという、そういう思いが学生一人ひとりにすごく強いと

思います。なので、一生懸命各務原市が育ててくださるのだけれ

ども、卒業式が終わると、地元に帰ってしまうという状況があっ

た訳ですが、今日はこの理由といいますか、だから学生は地元が

好きなのだなと思わせていただきました。 

先ほど藤田委員が、子どもたちがまた戻ってきたり、いつまで

もここに住み続けることにつながるという言葉を使っていらっ

しゃいましたが、委員の方のご関係の皆さんは尾張旭を本当に良

いまちだなと思っていただけるのではないかなと思います。これ

も、事務局を始めとして、委員の皆さんが本当に今日まで力を尽

くして、この策定に関わっていただいた賜物であろうと思いま

す。改めて私の方からお礼を申し上げたいと思います。どうもあ

りがとうございます。 

事務局からは、いかがでしょうか。 
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事務局 本日は本当にありがとうございました。最後に一言お話ししよ

うと思います。ただ今はちょうど議会開会中ですが、やはり子育

てに関する質問がいくつかございました。３月初めに代表質問が

ありましたが、その話は先ほど市長が自分の言葉で思いを伝えた

のではないかと思います。 

実は市長はブログを書いておりまして、ご覧になった方がいら

っしゃるかもしれませんが、先ほど市長が述べた思いが、ほとん

どそのまま文章になっております。議会の中で、子育て支援に対

する本気度はどうなのかという質問がございました。市は子育て

支援に対してどこまで本気で考えているのか、それが見えないか

らといった質問でした。議会の中では、直接市長がお答えする部

分と、私がお答えする部分があるのですが、議会の中で、答弁で

はなるべく言葉は短く簡潔にした方が良いといわれております。

そうなりますと、先ほど市長が述べたようなことなど、我々の思

いがなかなか伝わりません。こういった会議も９回目となります

が、直接お尋ねいただければ、この会議の中ではこうだとか、こ

ういう思いを抱いているだとかをお伝えできるのですが、議会の

場合はなかなかお伝えできません。やはり我々もいつも議会に行

くとジレンマに陥りますし、市長も特にそうだと思います。思い

入れが強ければ強いほど、ぜひお伝えしたいという思いがござい

ますので、市長はブログの中で「こういった質問があって、私は

こう考えていますよ」「今日こんなことがあって、それについて

私の考えはこうですよ」といったものをブログの形で発信してお

ります。 

３月１３日のブログをご覧いただきますと、先ほど市長が述べ

たことが書いてあります。目に見える形でも発信したいというこ

とかと思います。市長は毎日、１日１ページは必ずブログを書い

ております。少々更新が遅れる場合やまとめて出る場合もござい

ますが、市長がどんなことを考えて、市はどのように進んでいき

そうなのかなというところを、機会がございましたら、ぜひご覧

いただけたらと思います。 

また、この会議についてでございますが、本日は答申という形

で一つの締めができました。いつまでにどうなればいいというこ

とでもないと思います。実際に、毎年困っている親御さんがたく

さんおります。ぜひ励ましの言葉もいただけたらなと思います

が、お叱りやご意見などもございましたら、ぜひお願いしたいと

思っております。本当に長い期間いろいろとお話させていただ

き、私もやっていて良かったと思っております。本当にありがと

うございました。 



  13 

会長 ありがとうございました。 

今年度は本日が最後になると思いますが、今後につきまして、

事務局より何かございますか。 

事務局 委員さんの任期についてお知らせします。 

任期は２年間となっており、平成２７年１０月末までとなって

おります。途中で変わられた委員の方も前任者の残任期間となり

ますので、委員の皆さま全員が今年の１０月末まででございま

す。 

また、再任は可となっておりますので、時期が近付きましたら

ご相談させていただきたいと思います。 

なお、次回の会議の開催は、今のところ未定ですが、本市の子

育て支援に関する重要案件や新たに小規模な保育事業ができる

場合などには、会議を開催することとなりますので、その際には、

できるだけ早くお知らせさせていただきます。 

会長 本日は、長時間に渡り慎重にご審議いただきありがとうござい

ました。 

これをもちまして、第９回尾張旭市子ども・子育て会議を閉会

いたします。 

皆さま議事進行にご協力いただき、大変ありがとうございまし

た。 

 


